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※ 未提出者への督促後に新たに提出（入力）されたレポートも含めた集計結果です 

基礎教育自己点検・評価専門委員会 

 

※ 以下、各選択肢の右に該当クラス数を記す。（全回答数に対する回答率も附記） 

 

 

 

A（問 1～10）：授業担当者として教授技法や授業内容等に関し、教育活動を自己点検し、次の①～④のうち該当する丸数字を

選んでください。  ①:あてはまる ②:ややあてはまる ③:あまりあてはまらない ④:あてはまらない 

 

設問 1 シラバスに沿って授業を行えた。 

①:15（45%）   ②:14（42%）   ③:4（12%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 2 学生の理解度やレベルを踏まえて授業内容を設定・調整した。 

①:26（79%）   ②:7（21%）   ③:0（0%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 3 話し方、板書の仕方、機器又は器具の使い方、等が適切だった。 

（教授技法の適・不適の観点で柔軟に回答してください。） 

①:25（76%）   ②:6（18%）   ③:2（6%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 4 重要ポイントを明示し、分かり易く説明した。 

①:32（97%）   ②:1（3%）   ③:0（0%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 5 学習意欲や知的好奇心・関心を掻き立てたり満足させる教え方ができた。 

①:24（73%）   ②:8（24%）   ③:1（3%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 6 受講生の信頼を得るような授業態度で授業に臨んだ。 

（授業を周到に準備し、休講・遅刻を極力控え、進行を妨げる行為（私語など）に対して毅然として実施した。） 

①:33（100%）   ②:0（0%）   ③:0（0%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 7 受講者とのコミュニケーションを図りながら授業を進めた。 

（発問への回答を学生に求めた/学生からの質問・発言を促した/学生の理解度を確かめながら進めた 

/学生の授業への能動的な参加（アクティブ・ラーニング）を促した 等） 

①:25（76%）   ②:7（21%）   ③:0（0%）   ④:0（0%）    未回答:1（3%） 

設問 8 授業内容に見合った予習・復習或いは発展学習を課した。 

①:20（61%）   ②:12（36%）   ③:1（3%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 9 総合的に判断して学生を満足させる授業が行えた。 

①:20（61%）   ②:11（33%）   ③:2（6%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 10 シラバスに掲げた当初の授業目標（ねらい）は達成された。 

①:18（55%）   ②:13（39%）   ③:2（6%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 
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B（問 11～15）：FD 活動についてお尋ねします。 

 

設問 11 この授業科目に関してこの 1 年間取り組んだ FD 活動を選んでください。（複数回答可） 

①他教員の授業参観： 0（0%） 

②学内外の FD 講演会等への参加： 15（45%） 

③他大学の FD 活動の視察： 0（0%） 

④その他： 15（45%） 

 

設問 12 今後取り組もうと考えている FD 活動を選んでください。（複数回答可） 

①他教員の授業参観： 15（45%） 

②学内外の FD 講演会等への参加： 24（73%） 

③他大学の FD 活動の視察： 7（21%） 

④その他： 14（42%） 

 

 

設問 13 昨年度も同一科目を担当した方は、前年度の授業評価に基づき、改善した点を書いてください。 

該当するクラスのうち、 回答：21 クラス（順不同） 

[1] 再履修を繰り返さないようクラス内のコミュニケーションを活発にして連帯感を養う工夫を昨年度以上に行った。 

[2] 再履修クラスの学生はとかく欠席がちになるので、クラス内のコミュニケーションを活発にして連帯感を作り、欠席が

多くならないよう昨年以上に心掛けた。・・・2 クラス 

[3] 今年度は少人数クラスであったことから、一人一人の学生にマメに目配りをしながら授業を進めた。・・・５クラス 

[4] 学生の理解度に応じ、授業内容の難易度を下げ、学習内容を減らした。 

[5] 留学生のプレゼンテーションが好評なため、今年度も可能な限り実施した。・・・2 クラス 

[6] 日常会話を重視して繰り返して練習させました。・・・2 クラス 

[7] シラバスに書いてある進度計画をかたくなに守るのではなく、（学生の能力、理解度に応じて、）シラバスの進度計画を

少し変更した。 

[8] 昨年度と同様な授業を心がけた。 

[9] 昨年度は前期にフランス語を履修していない学生を受け入れ、学習成果にばらつきが出たが、今年度はそうした学生を

極力受け入れないことで、クラス全体の学習成果を均一にした。 

[10] 昨年度より人数も増え、様々な学部学科の学生が履修しているため、学習成果が均一になるよう心掛けた。 

[11] より学生のニーズに合った内容に変え、学生がより意欲的に取り組めるように工夫した。 

[12] 文型や表現をなかなか覚えられない学習者が多いため、わかり易く整理をしながら教えた。 

[13] 文献や表現を覚えられない学習者が多いため、日本人が覚えやすいようにレジュメを作成し、それに基づき授業を進め

た。 

[14] フランス語検定を目的とした授業なので、試験の内容と方式に合った内容をより心がけた。 
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設問 14 自分の授業の評価できる点や反省すべき点、或いは、この FD 活動レポートに関して特記すべき点があれば書いてくだ

さい。 

  回答： 21 クラス（順不同） 

[1] 再履修でモチベーションの低い学生でも楽しめる活動を多く取り入れ履修放棄を可能な限り未然に防ぐよう努力した。 

[2] 再履修の学生でも楽しめるようないろいろな活動を取り入れた。 

[3] シラバスに沿った授業とはならなかった理由は、受講生のレベルと数による。前期から継続学生を含め、全員で 4 名と

いう授業であったことから、グループレッスン的に進行するのが良いと判断し、個々に目を配りながら進めた。また、必要に応

じて、再受講になった理由なども聞きながら、やる気をなくして途中で来なくなるようなことがないよう、心理面のサポートに

も努めて授業を行った。・・・３クラス 

[4] 教えるべき基本項目を踏まえ、堅実な授業を行っていると思う。 

[5] 毎年途中で放棄する学生を最後まで指導できた。 

[6] 二学部混合という形態は初めてだったため、試行錯誤だった。また、留学生のプレゼンテーションの際、機材の不具合

で時間をとられることが有り事前の調整の必要性を感じた。 

[7] 中国語に関係がある事情や習慣などは少しずつ紹介したんですが、時間を調整して、もっとしたらいいなと思います。 

[8] 実際の研修時期は 3 月に入ってからなので、2 月後半の段階では、準備しか終わっていない。ただ、先方との調整など

を進めながら、学生には事前準備の講義などを実施している。 

[9] 個々に基礎的な知識を確実に身につけさせながら、グループワークでより発展させることで、学習成果を均一にかつ高

いレベルで達成させた。 

[10] 語学学習が苦手な学生でも楽しめて、フランス語とフランス文化に関心を抱きけるよう工夫した。 

[11] 様々な学部学科の学生が一緒に学べるよう、語学の授業なだけではなくいろいろなアクティヴィティーを取り入れて楽

しめるよう工夫した。 

[12] "1．学生には出席カード（出席チェックや小テストの点数を記入）を配布し、ポートフォリオとして活用した。 

2．出席カードの裏面には、毎回、授業終了後にその日の感想や疑問点を書くように指導し、個別の状況も把握するように

努めた。書かれた疑問点については、その個人に返信するだけでなく、必要な場合には、翌週以降、クラス全体に指導を広げた。 

3．ほぼ毎回小テストを実施し、学習したことを翌週までに復習して確認できるようにつとめた。学生の理解が不十分な箇

所を把握するのにも効果的であった。 

4．中国からの留学生に TA として授業に入ってもらい、受講生との交流の場を設けた。実際に会話したり、文化紹介をして

もらったりして、相互理解が深まるよう努めた。 

5．中国語検定試験は中国語能力の客観的な指標ともなることから受験を促進し、また授業内外で、試験対策にもつながる

内容を強化して教授した。"・・・2 クラス 

[13] 学生が受け身にならないよう、様々な課題を課しながら行った。だが、学生によっては受け身のままに終わった者もい

たと思われ、今後より一層の工夫が求められると感じている。 

[14] 少人数でできたので、学生達一人一人のレベルを見ながら授業が出来た。また、留学生に授業補助に入ってもらうこと

により、いきた中国語に触れさせ親しみをもって取り組んでもらえたと考えている。ただ、検定受験については学生達の熱心さ

に差があり、今後どのように取り組むべきか検討の余地があるだろう。 

[15] わかり易く教えたつもりであったが、あまりにも理論に偏ってしまった。 

[16] 理論に偏ってしまった。 

[17] フランス語検定試験が授業期間の半ばにあるので、短い時間で効率よく試験に備えられるように心掛けた。 

[18] 中国語に関係がある中国の事情や習慣などはもっと紹介したらいいなと思います。 
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設問 15 FD 活動レポートに関して特記すべき報告があれば添付ファイルで提出してください。 

   提出ファイル： なし  

 

 

 

C（問 16～18）：中期目標・中期計画のうち「コミュニケーション能力の育成」についてお尋ねします。 

 

設問 16 授業に「コミュニケーション能力の育成」を考慮した内容が含まれていますか？ 

①はい： 31（94%）    ②いいえ： 2（6%）   未回答： 0（0%） 

 

問 16 で「はい」の方は問 17、18 にお答えください。 

 

設問 17 下記のどの点を重視しましたか？（複数回答可） 

①聞いて理解する： 30（91%） 

②読んで理解する： 28（85%） 

③自分の考えをまとめて話す： 15（45%） 

④自分の考えを文章にまとめる： 8（24%） 

⑤討論する： 1（3%） 

⑥皆の前でプレゼンテーションする： 11（33%） 

⑦その他： 8（24%） 

 

設問 18 「コミュニケーション能力の育成」に関して具体的な取り組みがありましたら、記述してください。 

 回答： 17 クラス（順不同） 

[1] 自己紹介、会話のペアワーク、グルーブによる動画制作を通して、クラス内の友達と力を合わせ何かをやりとげるコミュニケーショ

ン能力を養えるよう工夫した。・・・３クラス 

[2] ペアワークで会話の練習、発表を取り入れ、緊張感と達成感を実感させるようにした。 

[3] 中国語で会話を練習し、それを皆の前で発表させた。また、留学生の発表に対して、必ずレビューシートを出させるようにし、留学

生にその時間内に返事をしてもらうようにしていた。 

[4] よく会話を練習させました。 

[5] 台湾にある協定校を訪問し、日本語のクラスで各自がテーマとする宮崎セールスを行う。また、滞在の終盤には、自分が感じた台

湾の魅力を台湾人に伝える。 

[6] ドイツ語の授業であるので（言語はコミュニケーションの手段であるので）、コミュニケーション能力の育成は毎回の授業中に行わ

れた。 

[7] 会話練習、会話発表といったペアワーク、動画作成といったグループワークを通して、多様なコミュニケーション能力を養い、また

他者に対して自分（たち）をプレゼンテーションする能力を養えるよう指導した。 

[8] 留学生を TA として雇用し、授業内で会話する時間を設ける。 



教員 FD 活動レポート（基礎教育）H28 後期 まとめ 初修外国語 

 

5 

[9] 中国語の会話の一部分を覚え、皆の前で発表するなどした。留学生のプレゼンテーションには必ずレビューシートを出させ、時間

内に留学生から回答をもらい、相互に意見を交換させた。 

[10] 留学生を TA として雇用し、授業内で会話する時間を設ける。 

[11] 教科書のテーマに沿って中国語で作文をしてもらい、それを中国語で発表してもらった。それに対して留学生からリアクションをも

らった。 

[12] 授業のレベルとしてコミュニケーションを行える段階ではなく、その全段階として音と文字の一致が必要だと思い、音読練習を行っ

たが、それでも不十分であった。・・・2 クラス 

[13] 仏検によりフランス語による基礎的なコミュニケーション能力を客観的に身につけさせた。 

[14] よく会話を繰り返して練習させました。 

 

 

 

D（問 19～22）：中期目標・中期計画のうち「地域を教材とする基礎教育/共通教育プログラム」についてお尋ねします。 

 

設問 19 授業に「地域（宮崎）を教材とする」内容が含まれていますか？ 

①はい： 7（21%）     ②いいえ： 23（70%）    未回答： 3（9%） 

                      

問 19 で「はい」の方は問 20～22 にお答えください。 

 

設問 20 その内容を授業に取り上げるおよその回数を選んでください。 

①１～５回： 6（18%）    ②６～10 回： 0（0%）    ③11～15 回： 1（3%） 

未回答： 26（79％） 

                             

設問 21 「地域」のどのような分野を取り上げていますか？（複数回答可） 

①歴史・文化： 7（21%）   ②政治・経済・産業： 5（15％）   ③自然環境・フィールド体験： 7（21%）  

④その他： 1（3%）     

 

設問 22 「地域を教材とした基礎教育/共通教育プログラム」に該当する特色ある活動がありましたら、記述してください。  

  回答： 7 クラス 

[1] フランス語で歌を歌いながら宮崎を PR する動画の制作・・・６クラス 

[2] 台湾にある協定校で、宮崎の魅力を伝える。 

 


